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伊 藤 太 吾
Particularidad　Morfol6gica　del　Espaftol　Medieval
Taigo　Ito
　　Este　art　fcu1◎tie鍛e　por　objet◎exa撮i麓ar　la　particularidad鰍◎rfb16gica　del　espaff◎I　me（1ieva1，　es
decir，　desde　el　sig！o　XII　hasta　el　XV。　Las　obras　Iiterarias　co且sultadas　esta　vez　s◎n：P◎e血a　de　Mio
Cid　del　siglo　XII，　Obras　Completas　de　Go鍛zalo　de　Berceo　del　XIII，　L圭br◎de　Buen　Amor　del　XIV
y研Corbacho　de1直1t㎞o　siglo　medieva1，　XV．
　　Se　ha　pues重o　ma鍛ifiesta至a　pecu韮iaridad　medieval　de韮os　siguien重es　17i重e薮s：
1）pr◎nombres　persoRaies：n◎mi葺ativ◎yGble℃ivo，y　formas　t6nicas　preposiciena至es。
　2）　a（薄et三vos　posesivos・
　3）　adjetivQs　demostrativos．
　4）relativos．
5）numerales．
6）負）rmas　comparativas　de　a（ljetivos．
7）adverbios．
　8）　－yde　doy，　es毛oy，　soy，　v◎y・
　9）proble燃as　de　yod　de　c◎！寿ugac圭ones　presen重es，
10）verb◎s魚coativos．
11）indefmid◎de圭勲d呈catiVQ．
12）餓ur◎de短d韮ca重ivo・
13）imper£ecto　de　i且d圭cativo．
14）　C◎薮dicionaL
15）　tiempos　perfectos　de　activ◎s・
16）tie卿os　de　pasiv◎s．
17）　part圭cipios　pasad◎s，
　　Se　ha　hecho　clara　posit童vamente　la　diferencia　morfb玉6gica　entre　el　espa負01　medieval　y　el
m◎demo，　y　negativamente　la　continuidad　h孟st6r玉ca　del　idi◎飢a。
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序）ロマンス諸語の中で，スペイン語はフランス語と異り，ラテン語と大きくかけはなれていな
いという意味のことがしばしば言われる。即ち，中世スペイン語と現代スペイン語には，フラン
ス語に見られるような大きな差異がないということになる。大局的に見た場合，碓かにそうであ
るが，果してどういう差異があるかをポジティヴに，どういう面に進展がないかをネガティヴに
明らかにするのが拙論の目的である。
　中世の段階では，フランス語の方がルーマニア語と同じく，スペイン語よりも古風な様相を呈
している。そして，一般的に又少々乱暴に言うと，現代ポルトガル語は，ベルセオの用いたリオ
ハ方憲が1・2世紀遅れていたと隅じ意味において，スペイン語よりも約4世紀程進化が遅れて
いるということからして，本来は中世の段階でUマンス諸語と比較したかったのであるが，紙幅
がないので，今回は12世紀にはじめて文芸作贔が現われてから，申世と書われる4燈紀間一16
世紀前半の言語は中世的様根を多分に保っているので，黄金時代の始る前までと言っても良い一
一のスペイン語の形態的特徴を，現代語と形態を異にするものに焦点を当てて，各世紀代表的1
作癩を選んで，推移を明らかにし，必要な場合はラテン語の語源を付し，ラテン語・中世スペイ
ン語・現代スペイン語の3段階にわたる歴史的変遷を浮彫にしたつもりである。
　本論は拙論Sintaxis　hist6rica　del　espafiol　medieval近刊予定の姉妹編でもあり，爾者あわせて中世
スペイン語の特徴を明瞭にして，中世人の思考様式の分析に資することを闘的としたものである。
考察する4編の文芸作品は以下の通りである。
12世紀：Poema　de　Mie　Cid［（主にd歪sicos　castellanos　1971年販。必要に応じてedici6無pale◎gr葡ca
　　　　を用いた）以下el　Cid　］
13世紀：Obras　completas　de　Berceo　（Logrofio，1977）
i4世紀：Libro　de　Buen　Am◎r［（clisicos　castellanos　1974年版）以下LB　Arnor］
15世紀：El　Corbacho［（Castalia　1970年版）以下Corb．］
　周知のre　’）　el　Cidの創作年代は13世紀初頭という意見も段々強くなって来ているし，ベルセオ
はリオハ方言を多用している為に1・2世紀遅れた様相を呈しているという不都合さはあるが，
それはスペイン文芸史の問題であり，私は拙論ではel　Cidを12世紀，ベルセオの作品を13世紀に
一応位置づけて考察した。写本の問題になると，ベルセオを除くどの作品も原作贔は残っていず，
少し時代が下ってからの手写本である。しかし，中世を通じての歴史的変遷はこれら4作品で明
確に認めることができる。
　拙論で考察する項目は次の17項員である。
§1
§2
§3
§4
§5
入称代名詞主格・目的格・前置詞強形
所有形容詞前置形
指示形容詞
関係詞
数詞
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§6
§7
§8
§9
§10
§ll
§12
§13
§i4
§15
§16
§17
形容詞の比較形
副詞
d◎y　eStOy　S◎y　VOyの一y
動詞の現在形y◎dの問題
起動相の動詞
直説法不定過去形
直説法未来形
直説法不完了過去形
動詞条件形
能動態完了時欄
受動態の諸時制
過i去分詞
　各作品の後に付したアラビア数字は韻文の行を示す。ただし，Corbachoの場合はCastalia版の頁
を示す。出所は原則として1回しか示さない。拙論で用いた文芸作品の略号は次の通り。
（el）Cid＝Poema　de　Mi◎Cid，　LBAmor＝Libro　de　Buen　Amor，　Corb．＝el　Corbacho，　SDmgo．＝
Vida　del　gl◎r三〇s◎confesor　Sancto　Do撮漁go　de　Silos，　SM搬．＝Estoria　de　Sennor　Sant　M逝a薮，
Sacrif．＝Del　Sacrrfigio　de　la　Missa，　Martyr．・・Martyrio　de　Samt　Laurengi◎，　Loor．＝L◎ores　de
Nuestra　Se㎜ora，　Sigaos＝De　los　signos　que　aparesgerAn　ante　del　juigio，　Milg．＝M君agros　de
Nuestra　Seml◎ra，　Duelo＝Duelo　que　fiz◎la　Virgen　Marfa　el　dfa　de　la　pasi6n　de　su　fijo　Jesu
Christo，　SOria．＝　Vida　de　Sancta　Oria，　Virgen．
§1　入称代名詞主格罵的格・前置詞強形
　人称代名詞の起源は全てラテン語にある。12世紀にどの様な形態を示していたか見よう。
y◎
hyo
滋
ele
el
ella
録OS
V◎S
ellOS
（＜EGO）
（＜EGO）
（＜TU）
（＜ILLE）
（〈ILLE）
（＜ILLA）
（＜NOS）
（＜VOS）
（＜ILLUS）
Cid　74
Cid　B56
C三d241
Cid　2938
Cid　l　92
Cid　328
Cid　123
Cid　301
Cid　415
¢11as　　（＜ILLAS）　Cid　1412
me
te
1◎
1
e
se
nos
V◎S
los
les
韮as
（＜ME）
（＜TE）
（＜ILLUM）
（＜ILLI）
（＜SE）
（＜NOS）
（くVOS）
（＜ILLUS）
（＜ILLIS）
（＜ILLAS）
Cid　9
Cid　336
Cid　16
Cid　21
Cid　30
Cid　667
Cid　1846
Cid　2
Cid　36
Cid　10
上の蓑で明らかな通り入称代名詞に関しては現代語と大きくはかけはなれていない。ただし，
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1・2人称複数の・otr◎sという形態は14世紀にはじめて使われたということを記しておく。又，
2人称複数目的格osの形はCidにはない。更に，　el　Cidには女性が登上する機会が少いのでleとい
う形態が女性の3人称単数与格として使われていたという確読はない。しかし，存在していたこ
とは想像できる。、そして，ラテン語の複数主格形ILLIは男性も女性もスペイン語には受け継がれ
ず，その代りに対格形からellos　ellasが派生していることを上に示した。
　前置詞と結合する際は，特別の強形である。（あまり良い名前ではないが，上に前置詞強形と命
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　名した。）M．Pidal　MG｝｛E（250，251頁）によるとraf　ti　sfなどの強形は，それぞれMI班TIBI
SIBIから派生したと書う。しかし，　M．　Unamuno（167頁）は次の様に言っている。
　　Respecto　a　los　casos重e㎜i泌es厩tl　sz；P◎drfa　creerse　a　primera　vista　que　representan　los
dativos玉at短os　mihi，　tibi，　sibi．　Pero　las　formas　mihi，　tibi，　sibi　se　redujeron　por　las　P6rdidas　de　la
segunda　s亘aba　a　mi，　ti，　si　y　com◎la　i　y　la　e　se　identificaron　en　el　latin　vulgar　las　dobles　fb㎜as
c殖sicaぎme，ηz’眠　te，　tibi，　se，　sibi　quedaron　en　las　Onicas　me，　te，　se　del　bajo至a旗10．　De　estas
直niCaS　fO　rmaS　de韮la重魚VUIgar　me，　te，　Se　hay　qUe　partir　para　eX茎）liCar　laS　CaStelianaS　me，　M　l；te，　tl；
se，　Sl二
　　Esta　diferenciaci6n　se　debe　al　acento．　En　efect◎las　f（）rmas　c◎mplementarias〃me，∫te，　se　son　o
proclf重icas　o　e且clfticas　y　en　uno　y　otro　cas◎la　e翫ona　pr6t◎nica（si　el　me，　te，　se　s◎n　proclf重icos）
op◎st6nica（si　son　enclf重icos）persisten　mientras　que　los　casos　terminales　ln　1；tl；∫〆pr◎v至enen　de
me，　te，　se　t6nic◎s　por　ir　precedidos　de　una　preposici6n茎）r◎clftica（sin　e－　te）yesta　e　t6nica　cambia
en　i．
　私はこの場合Unamunoを支持する。次に前置詞conと結合する形を見てみよう。
　MECUM＞comigo（Cid　1045，SMill．268，LBAmor．704），　conmigo（LBAmor．795）
　TECUM＞contigo（Cid　349，SM遡．268，LBAmor．187）
　SECUM＞c◎nsigo（Cid　67，LBA凱◎r．407）
　NOSCUM＞connusco（Cid　388，Mart．42　LBAmor．1255），　conusc◎（C◎rb．128）
　VOSCUM＞co韮vusco（C圭d　75），　c◎nvusco（Cid　l　68，　Sacrif．292，LBAmor．84◎），　c◎nbusco
　（Corb．235）
　M．Unamuno（169頁）によると，　A玉fonso　e1　SabioのCantigasには古形migo　tigoが罵いられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていると齋っ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次にベルセオの人称代名詞を特に見てみよう。1入称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単数にio（Due玉o．　IO）という表詑がyo（SDomgo．14）の他に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるが，これは表記の問題だけである。問題は3人称単・複
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数形である。この表で明らかな通り，ベルセオの特徴は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－i（s）という母音が一e（s）の代りに現れることにある。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現象については指示形容詞の項で説明する。
現代語形 ベルセオの形
61（Due董029）
ε
1
e匪i（D騒elo 29）
1e（SDomgo．106）
l
e 玉重（Maτt．8）
玉es（Sacri£248）
至es
1is（Mi玉9．399）
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　ei　Cid，ベルセオをはじめとして，中世語では例えばdixol　dissolの如きap6copeが見られる
が，この4の元の形は本質的には・1eである。
§2　所有形容詞前置形
　所有形容詞がラテン語の対格から派生していることも明白である。派生過程を見よう。
男性形単数
　MEUM＞寒mieo＞mfo＞mi6（Cid　6）　　　　MEOS＞＊　mieos＞mfos＞mi6s（Cid　9）
　TUUM＞＊too＞t◎（Cid　409）　　　　　　　　TUOS＞＊toos＞tos（Cidナシ）
　SUUM＞＊so◎＞so（Cid　359◎）　　　　　　　　SUOS＞＊soos＞sos（Cid　1）
女性形単数
　MEAM＞mサa＞mfa＞mie＞mi（Cid　83）　　MEAS＞mサas＞mfas＞mies＞mis（Cid　2189）
　TUAM＞tμa＞tua＞tue＞tu（Cid　334）　　TUAS＞t撃as＞tuas＞tues＞tus（Cid　218）
　SUAM＞s撃a＞sua＞sue＞su（Cid　42）　　　SUAS＞s￥as＞suas＞sues＞sus（Cid　19）
複数形男・女
　NOSTRUM＞nuestro（Cid　47），　nuestros（Cid　2525），　nuestra（Cid　38），　nuestras（Cid　2543）
　VOSTRUM＞vuestro（Cid　85），　vuestros（Cid　2080），　vuestra（Cid　l　19），　vuestras（Cid　1768）
　3人称複数形ILLORUMは中世のカスティリア語には受け継がれてはいない。だからCidには現
れない。1ur　lure　luresという形態はGl◎sas　S地難sesやカタロxア語，アラゴン・ナバラ方言及び
仏語leur，伊語loroには受け継がれている。
　MPida1Cid（257頁）によると，　Per　Abbatは男性形sosを女性形の代1）に2團使用し，女性形の
suを男性形の代1）に数多く用いていると書う。この傾i朝はすでにGlosas　Silensesに見られるもので，
時代が下るに従って増々混岡される。
　次にベルセオの用いた形を特に見てみよう。
　mfo　　　　　mandado　　　　　　（SM圭1L　80）
　mfa　　　creengia　　　　（SMiil．2）
　mfe　　　　　vida　　　　　　　　　　（SMill．19）
　次の例は，連続して異るいろいろな形を優った面白い例である。
　Madre，　a　ti　comendo　mi　vida，　mis　aadadas，
　臨alma　e璽蝿玉as　6rde鍛es　t◎madas，
　堕，emis　ma亘os，＿．　M圭s　oios＿．　（1）ue｝0208）
1入称単数以外の形態は次の通り。
nuestro　padre
蹴uestra　romerla
to　offigio
tue　cosa
（Signos　2）
（Milg．18）
（SMill．87）
（SM慧王．85）
無uestros　sagerdotes
nuestras　voluntades
tos　dich◎s
tues　dichas
（Sac】瞳f。114）
（Loor．228）
（SMM．173）
（SM銀1．269）
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tua㎞a
VUeStrO　COnSimen重O
VBestra　crueza、
S◎of鞠io
su　atene登gia
sue　graRt　sobervia
こ れらの例で分る通り
いると言えよっ。
　mi　hbr◎
mi　pondad
　tu　Agipreste
　　tu　grag圭a
　　SU　】mandat◎
　　SU　gragla
　nuestro　trabaj◎
　nuestra　gibdat
　vues重ro　a　nor
　　vues重ra玉OC縫ra
　　こ
（Sm斑．88）
（Milg．1）
（Sig無、34）
（SM懲．1◎）
（SM鍍董．10）
（SM丑1．120）
tus　christianos
tuyos　cla】man重es
V1ユesもrOS　aze】m圭llerOS
vuest！〒as　puertas
sos　parrentes
sus　obeias
　　　　　，ベルセオの言語は時として緩Cidよりも1．
次に14世紀の例を見よう。
（LBAm◎r．160）
（LBA盈◎r。90）
（LBAmor．　6）
（LBAmor．　9）
（LBAmor．92）
（LBA撫or．12）
（LBAmor．805）
（LBAm◎r．326）
（LBAln◎r，661）
（LBAユ鷺or．205）
　　　　ロ　　　　　　　ワ
鰍SOjOS
mis　caftas
tus　dese◎S
tus　palmas
sus　gOZ◎S
s鷲s　muchas　IAgrimas
nuestrOS　pe簸grOS
鍛ues重ras　almas
vues重fos　dlichos
vuestras　16grimas
（SM銭1．88）
（SDmgo．764）
（SDmgo．458）
（S圭9れ．29）
（SM風45）
（SM登1。10）
2世紀前の古形を保って
（LBAmor．607）
（LBAmor．604）
（LBAm◎r．　61◎）
（LBAm◎r．17玉9）
（LBAmor．．19）
（】し］BAmor．　636）
（LBAmor。604）
（LBA搬◎r．　11）
（LBAmor．664）
（］しBim◎r．　792）
　　れらの例で判る通り，14世紀からは現代語と國じ形態が使われているので，15世紀の
el　Corbachoの例は挙げない。
§3　指示形容詞
指示形容詞は，ラテン語と中世スペイン語更に現代スペイン語とでは大きな差異を見せる。（ロ
単　　　　　　数 複　　　　　数
este玉ogar　　　　　　　　　（Cid　7◎2） estos　vir重os　　　（Cid　657）
近 est　a負◎　　　　　　　　　　（Cid　254）
esta　ga戴a鍛¢まa　　　　　　（Ci（圭623） estas　arcas　　　　　　　　　　（C量d　127）
称 a（1ueste　a亘o　　　　　　　（Cid　121） aq建est◎s　dos　reyes　　（Cid　654）
aques重a　gananφa　　　（Cid　8◎Ob） aquestas幽due姦as　　　　　（C圭d　1358）
es　dfa　　　　　　　　　（Cid　699） essos　ga員ados　　　　　　（Cid　466）
中
essa　1ユocぬe　　　　　　　　（Cid　651） essas　tierras　　　　　　　　（Cid　652）
称
aqu6s　dfa　　　　　　　　（Cid　290） a（塗uessa　corrida　　　　　　（Cid　953）
遠 aquel　dfa　　　　　　　　　（Cid　676） aquelos（指代）　　　（Cid　436）
称 a（1ue茎a斑ay◎r　az　　　（Ci（圭707） aquelas　archas　　（Cid玉61）
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マンス諸語との比較及び譜源のラテン語については，拙論「ルーマニア語の特異性について（大
阪外国語大学学報42号）」を見られたい。）まずヱ2世紀の例を見よう。
　まず12世紀の特徴として気づくことは，近称と中称に現代では用いられないaqueste（ECCUM
牽ISTE），　agu6s（aquesteの縮約形）があることである。次に，例えばessas　tierras（Cid　652）のessas
は現代語ではaquellasという意味で使われている。又，　dfa（Cid　699）のesは，現代語では定冠
調に置き替える方が適当であるという風に，意味合に微妙な差異がある。
　次に，i3・14・焉世紀の例を一覧表にしてみよう。例証がない個所があるが，それはベルセオ
の全作品より指示代名詞から想定した形又はGunnar　Tilanderの論文から借用した形で，※印を
付した。
　以上で，12世紀から14世紀までほぼ問じ形態が使われていたことが判るが，ベルセオに又一1
で終る形態があることに注瞬したい。人称代名詞の61－elli，それに指承形容詞のeste－esti，　esse
－essi，　aquei－aquelliの後の方がベルセオ特有の形である。　Ru伽◎Lanchetas（820頁）は，こ
の4の形態は与格に起源がある為だとしている。そして，M　P’idal　Ofgenes（358頁）も同じ意兇
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である。しかし，este（＜ISTE），　esse（＜IPSE）などの場合，ラテン語の与格に一圭は現れないとこ
ろから，この説は受け入れられない。
　Gu㎜aτT簸an（1er　（3頁）によると，　esti　l　39－este　33－e就41，essi　59－esse　2－es　6，（e蟻
101－eUe　1－　el　79）という数字がベルセオの全作品から得ちれると言う。それ＄e　－iの形態がベ
ルセオの特徴である。同氏によると，esti　essi　e鐵aquesti　aquelkなどの一iは，語毘のアク
セントの無い一eと一iはしばしば混同され，ベルセオのリオハ方言ではごく自然な混爾であり，疑
問詞の主格形quFqu6の共存に影響されたと言う。又，入称代名詞与格le－liについては，アラゴ
ン方言ではi（＜IBI）という副詞を与格として使うところにあると書う。例えば，　loiはselo（＜leio）
のことである。更に同氏は，この一iという形がなぜ人称代名詞では3人称だけであり，1・2人
称や再帰代名詞に現れないかを説明している。それは同じ形態を有す繭置詞強形と混岡しない為
だと言う。氏の意見を私は支持する。
　次に語源的に多少関係があるので‘‘mismo”の例を晃てみよう。語源はラテン語の簸ED－IPS至一
（SSI）－MUSである。
mlsmo
m玉smOS
mlsme
mesmo
m玉sma
孤esma
mesmOS
mesmas
（Cid　847，　Sacri£189，LBAmor。55）
（Sacrif㌧132）
（Sacrif．3）
（Loor．66，LBAmor．273，Corb．57）
（Due韮022）
（LBA搬or．272，　Corb．99）
（LBAmQr．269，Corb．169）
（LBAmor．315，Corb．169）
　mismoという現代語と同じ形はel　Cidでは1團だけである。上記の如く，語源的一e一が保たれて
いるのが，中世スペイン語の特徴であると書える。
§4　関係詞
　el　Cid（111）と（742）に，　quaHto　que・q越antos　que　という関係詞が見られる。意昧はそれぞ
れ，todo　lo　que，沁dos　los　queである。ベルセオにも，quant◎que　Dios　li　dava（S臨至L　98）という表現
がある。現代語風に解釈すればqueは余分である。又，これらのquanto（s）は，闘係詞としての
役罰を炎った例である。
　　Aun　vea　el　dfa　que　de　mi　ayades　algo（Cid　205），　el　ora儀ue　lo　sopo　mioαd　el　de　Bivar（Cid
　　1454）　などの例では今Hqueの前に前置詞enをつける場合がある。
　人が先行詞の場合，その関係代名詞は現代語ではquien又はqueであるが，　d　Cidやベルセォ
では主格から派生したqulが多く用いられている。例　：Avedes　razon　bue鍛a　e難騨圭meioτestades
（SMIII・・406），　Qui　merget　li　pidi6　nunqua　fue　rep・yado（SMM・・430）．斜格の場合は語乏樋｝）に，
sabra　el　sa玉id◎aquien　v加◎des◎ndrar（C圭d　981）の如き例が多いが，時には，　que　paguen　a　mf　o
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a　qui　yo◎vier　sabor（Cid　2504）の如き，前置詞÷主格という破格的例外もある。
　関係詞でとても霞霞いのは，el　Cidや「良き恋、の書」やel　Corbachoではcuyoが現れないと
いうことである。Kany　AmSpStaxによると，文芸の面ではGraci愈（1601－1658）のEi　discreto
XIにもque　suという形が用いられていると雷う。これは今巳諸方言で聞かれる形である。例：
Maravilla　es　del　Ci4，　que　su　ondra　crege　tanto（Cid　1861）．　CUIUSがtuye　suyQ　に影響を与
える程強かったにもかかわらず，el　Cidなどの中世の文芸に現れていないのは，　cras　（m　mafiana）
などのcultismoも時々現れるとは言え，俗語法が文芸用語として用いられていたということの
1つの証でもある。
　しかし，ラティニストのベルセオには現れる。
De　cuy◎milisteri◎avie　Dios　pagamiento（SDmgo．188）．
§5数詞
　ei　Cidの申で基数の特徴的な点は，“2”に女性形dues（＜DUAS）があることである。この形は，
MPi醸MG｝犯　（242頁）によると，西レオン方醤をのぞき，アルフォン十世以後用いられない
と護う。
　U簸a聡緕ade珊ef頗os（Cid　40）の頗きap6copeは，　una　ferida1　dava（Cid　38），　an◎ch（Cid　42），
much（Cid　587），　San　Pero（Cid　209），　Sant　Esidro（Cid　3028）などの例の如く，韻文に強さを与え
る役割を果したことはまちがいない。
　序数のPrimer◎terceroのap6copeの例は当然primer　colpe（Cid　i　84），　ter曾er　dfa（Cid　523）の
如く多いが，必ずap6copeが現れるとは限らない。　cf．　el　tercero　mandamiento（Corb．90）．
　ベルセオにはs6ptimo（L◎or．145）と同時にsepteno（Sign．13）という形もある。又15世紀に
はdezen◎（Cofb．1◎0）はd6cim◎のことであった。
　ciento　は現代語の正則ではgient　cavallos（C圭d　1336）の姻く語星が脱落（現代語では一tも）
するのであるが，el　Cidではこの例1ケだけである。他はgiento　moros（Cid　534），　gient◎omnes
（Cid　1284），　giento　cavalleros（Cid　995）の獺く脱落しない。
　“1eOO”は，　cantar／mill　missas（Cid　225），　mlll　cavallos（Cid　1781）の如く一llと書かれて　｛1】
と発音されていた。LBAmor（1690）ではmillはabril　G丑vilと脚韻をふんでいる。15世紀に
はmill（C◎rb．51）mll（Corb．85）という異る形が罵いられていた。　cf．　sallir（Corb・163）・
　中世を通じて，大きな数詞としてm錘まではあるがそれ以上即ちm通6nが無い（MPidalMGHE
245）頁，Rufm◎Lanchetas　822頁）のは，文化史・書語史的に児てとても面白い。大きな数詞
としては，ベルセオのtreinta　xnil（L◎or，122），　onge　veges　gien　mgia（L◎or．　132）及び“良き恋の
書”gient　mill（LBAm◎r．182）並びにel　CorbachoのmEs　de　cinc◎mill（148），　mltl　millares（155）
などを想い編すことができる。
　現代標準フランス語では“80“のことをquatre－Vingtsと書うが，ベルセオにも“60”tres　vent
（SDmgo．457）という例がある。リオハに隣接するバスク語ではiru　etan　oguei　（＝　tres　veintes）な
41
どと言うが，何語の影響かは正確には分らないにしても，薗白い形態である。
　餓漉ve・cient◎s（C◎rb．217）という形は，現代語のbuenfsimo　（＝　bom’simo）という俗語形を想起さす。
§6　形容詞の比較形
　ロマンス諸語の中で，ルーマニア語のmai（＜MAGIS）及びポルトガル語のmaisとともに，ス
ペイン語ではque　es　mas　ondrada・（Cid　843）の如く畑sが使われるのが普通である。しかし，ベ
ルセオには，
　P海spavor◎so　dia　nunqua　amaneci6（SMill．379）
　Tom6　plus　ama冠e昼o　que　la　cera　colada（SM且L　380）
　…　　Plus　blancos（lue　cristales（SMill．438）
の如き，フランス語やイタリア語と同じ用法が数多く見られる。もちろんベルセオにも現代語と
同じmas＿．queという形もある。
Mas　valdrie　seer　muertos　que　dar　ta1　furgion（SM避．397）
　比較の対象が数詞の時は，現代語では例えばm6s　de　dosの魏く前置詞deが使われる。これはel
Cid，　LBimor，　el　Corbachoにおいても構じであ｝），ラテン語の奪格支配に由来するものである。
しかしベルセオでは，
　De　quanto　n◎s　deg㎞os　61　mucho　mei◎r　era（SDmg◎．48）
　Otros　de　ti　mey◎res　me　afinca簸que　sala（SDmgo．693）
の如く，現代語ではqueと醤うべき所をdeと言っている。　c£m恥r　me　sirve　que　v◎s（Cid　1349）．
　El　Cid　’Qベルセオにa　menos　deという前置詞句がある。これはsinの意、味であ｝），例外的存在
である。
　cf　a　menos　de　bata韮a（Cid　985）
　　　a　menos　de　licencia（SDmgo．81）
　　　Quando　a　menos　della　nada　non　se　guiaba（Milg．22）
　現代語では，又el　Cidでも，　p◎coの比較級としてはmenosが正しいがel　Cidではco貧擁s　pocos
ixiemos（Cid　l　268）という｛列外が1回だけ使われている。
　その他の特異な比較級の形態はLBArnor．やel　C◎rbachoには見当らない。
§7副詞
　中世の文芸作贔で用いられる翻詞は実に数多く，ベルセオだけでもIOOを上まわる。全部扱う
ことは紙幅が許さないので，代表的な3ケの項自だけに限りたいe
　－mientre（＜MBNTE）はfuertemientre（Cid　l），　fuerte　mientre（Cid　277）の如く形容詞の女性
形に後椅して翻詞を形成した。これはMENSが女性だからである。　－mientra（Cid　3105）という形
は少い。二重母音になるのは，形容詞とMENTEとは互に独立していて爾者にアクセントがあっ
たからである。現代語風の一menteという単母音の形が見られるのはベルセオからである。
　fuerte－mente（Loor．62）　　　　　　gertera－mientre（SMi呈L　403）
42
　fera－ment（SMill．411）　　　　saRcta－mient（SMill，144）
　durament（SMi1L　217）　　　　refez　mienti’e（SMill．247）
　fiera　mient（SMM．　260）　　　　f1era－ment（SMill。274）
　cuerd滋癒ente（LBAmor．679）cf．　de　buena　mente（Corb．179）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c£fuert・mientr　escarmentados（SDmgo．442）
　＿menteと同じ用法として一guisaも中世語では使われていた。ゲルマン語に由来し英語のwise
と同語源である。
例 afea　gu圭sa（Cid　1677）
a9越圭sa　de　muy　franco（Cid　1068）
sobeja　g越isa（M盤g。774）
P◎rmuchas　gu圭sas（SM賛L　42）
de　tal　gu圭so（SMi薮．213）
　更に，cosaが副詞の役翻をする。奪格の名残りである
§8　dOy　　eStoy　　SOy　　voy　の
　現代スペイン語のdar　estar　ser　ir
estoy　s◎y　v◎y　である。ところがラテン語ではそれぞれDO　STO　SUM（＞VO）VADO（＞VO）
で・yは現れない。この・yがなぜ現れるかについて今までのところ定説は無い。Spaulding　HSG
（1重1頁）は，
　　　Several　explanations　have　been　advanced　to　account　f（）r重heア；perhaps　the　most　conventiona韮
　is　that　soJ　do，　est6，　axd　vo　merely　fb銀ow　the　example◎f　01d　Spanish　hei（hey）．　Fr◎m　Classic
　Latin　habeo，　Vulgar　Latin　haio，　thr◎ugh　loss　of　its　o　when　used　in　cl◎se　syntacticai　reiation　to
　words，　came　Old　Spanish　hei（hey）　＞　he．　Another　explanati◎n，　that　of　Pr◎fessor　F◎fd，　is
　that　theア　represeRts　a　g蒙ide　sound　resulting　whenアo　was　appeflded　to　the　verb　form：
　so÷yo　＞　soi”t・Yo．　Soy　was　theR　extended　to　general　use．　Perhaps　theアappeared　first
　as　a　glide　sou豊d　before　a　vowel：so　espaf701＞soYθ∫pαガ01，　then　became　geReral．
と言っている。私の考えを示す前に，中世語の形態を列記してみよう。
a）12世紀
　dovos　cient　marcos（Cid　253）　aquiest6（Cid　2854）
　Yo　so　Roy　Dfaz（Cid　721）　　me　vo　de　tie∬a（Cid　250）
　MPida韮Cid　（272頁〉によると，　voという形態は16－世紀まで一般に用いられていたと書う。
b）13一瞬己
　so　venido（SM琵L　l　6）　　　seo　segurado（Mi19．689）　　　N．B．　seoはs◎の異形。
　est6の1ダ1は私はベルセオの全作品で発見できなかった。今日estarと欝うべき所をser　seder　ya・
　ceτの3動詞のいずれかを使った為にesterの頻度が落ち，特に1八称単数形という風に限ら
de　buena　guisa（Cid　2193）
otra　guisa（Milg．205）
atodas　g蘇isas（SM凱32）
Otras　guisas（SMill．205）
por　esta　guisa（C◎rb．154）
　　　　　　　　　　　。　f列　：fiera　cosa　les　pesa（Cid　231◎）．
　－y
の慮説法現在1人称単数形はそれぞれ標題の如く　d◎y
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　れると発見するのはむずかしい。同様に，do　voも発見できなかったが，同じ世紀のSanta
　Marfa　Eg圭pciacaではdoもvoも現れる。
c）14世紀
　Yo　v◎s　d61a　lige疏cia（LBimor．343）　d6telo（LBAmor．923）
　yo　le　est6　deziendo（LBAmor．811）　　Est6　de　priessa（LBAmor．984）
　　est6　aqu　f（LBAm◎r．532）　　　　　　　　yo　s6　m6s　peτezoso（LBAmor．4・6◎）
　　yo　soy　f撮ano（LBAmor．307）　　　　　　agora　soy　escarnido（LBA瓢or。767）
　　vo　a　fablar（LBAm◎r．652）
こ描の例で判る働，，。yだ1ナに一yが現れている．依編3もイ井朧れているし，又、sse。
dese◎peleoとの脚韻の関係でseo（LBAm◎r・i80）も使われている。
d）15世紀
　Dote（Corb．71）　　　　　　　　　　　　　　te　do　a　M◎ysen（Corb．223）
　D610s（Corb，236）　　　　　　　　　　　　　　el　consejo　que　te　do（Corb．210）
　est6　enojado（Corb．109）　　　　　　　　　頁on　est6　de　mirar（C◎rb．138）
　Muger　so（Corb．155）　　　　　　　　　　　que　soy　muger（Corb．155）
　bien　sabedes　que　christiano　s◎（corb．89）　　que　y◎1加pia　soy　como　el　agua（Corb．131）
　Non　s◎yo　tan　fermsoa（Corb．131）　　　dPor　qu6　n◎n　vo　como　ella　arreada？（Coyb．131）
　y◎v◎茎）or　paja（Corb．156）
　これらの例で明らかな通り，‘soy以外はまだ一yをともなっていない。又，　N◎n　so　yo　tan　fermosa
（Corb・131）の様なs雄agmaでも必ずしもsoyとはならない。　Celestinaにおいても定着してい
ない。私の考えでは・yがなぜ現れるかと雷うと，例えばserの2入称単数命令形にsey（M違g．
310，Corb，275）という形があるがこれのラテン語SEDEには一yは現れない。（又saberの慮・
現・1・単形はLibro　de　A玉exandre　38ではs6でなくseiである。）私は，単母音の1音節の命令形
では音感が弱いので二重母音になった為だと考える。それと岡じく，doy　estoy　soy　v◎yの一yも
本質的には1入称単数という強意的用法の結果であり，スペイン人・スペイン語の語源的意味で
のエゴイズムの現れであると言える。それが黄金時代に開花したものと考えられる。
§9　動詞現在形yodの問題
　以前に岡じ問題を扱ったことがあるが，幾分修正の必要が感じられるので，今圃同じテーマに
触れなければならない，と讐うのは，前圓の拙論では形態的類推ということにあまり気がつかず，
主として音韻変化のみに気を取られていた。　MPida1MGHE（269頁〉の醤う通り動詞の問題を考
えるに際して，形態的類推が果した役割をなおざりにしてはいけない。
a）　po亘g◎（＜PONEO）
　　ponga（Cid　2155，SDmgo　194，C◎rb．66），　pongo（LBAmor．362，　Corb．178）
　この動調は，Glosas　Sllensesにponcatという形態で現れることからして，　IO世紀から発音は
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　yodでなく＜［－g－］であったと思われる。
b）teRgo（＜TENEO）
　　tengades（Cid　2359），teng◎（SMM．80，LBAmor．　597），　tengan（Corb．　60）
c）vengo（＜VENIO）
　　vengar｝（Cid　1110，　C◎rb．72），vengo（］しBimor．330），　venga（LBAmor．822）’
d）salgo（〈SALIO）
　　salgamos（Cid　3461），　salga（SDmgo　247），　salgan（Corb．160）
これらの動詞の一g一はyodでなく［－g－］という発音であったと考えられる。その根拠はa）のGlosas
Silensesの例にある。
e）valgo（＜VALEO）
　vala（Cid　874）の如く，この動詞に関してはel　Cidでは・g一が無いのが普通である。　Rufino
Lanchetas（871頁）によると，　valgaの・g一は15世紀後半にならないと見られないと言うが，私
は14世紀の例を発見した。そして一g・はこの場合，ラテン語の一e・の延長ではなく，salgoなど・go
を有する動詞の類推であることは明らかである。例：valasme（SD1鷺go　411），　valme（Milg．536），
vala（C◎rb．147），　valan（Corb．158）．
　14世紀に，LBAmor（545）では，　valgaはmala　trascala　incalaと脚韻をふんでいる。又，もBAmor．
（1099）ではvalas　alas　malasと脚韻があり，同書（1360）ではva1◎mal◎haloの獅韻があるとこ
ろからして，この動詞に関しては中世語では一g一が無いが普通であり，たまたま一g一があっても発
音されていなかった可能性がある。そして一g一は決してyodの発音ではなかったと書える。
　f）caigo（＜CADO），　oigo（＜AUDIO）　　　oyas（Cid　2634）
　　caya（Cid　l　27◎，　SI）mg◎196，Duelo　80）　◎yades（Cid　3436，SDmgo．132）
　　　caya（LBAm◎r　27◎）　　　　　　　　　　　　　　　　oya（Sacrif．37）
　　　cayas（Corb．55）　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎yan（Cid　2032）
　　　caygo（Corb．167）　　　　　　　　　　　　　　　　◎yga（Corb．110）
LBAmorにはoigaの代りに◎yaが用いられる例が多い。
雷列：　do　la　muger　te　oya．．．（LBAmor．515），
　　si　has◎rejas，　oyas（LBA血or　699），
　　　quien　saberlos　quisiere（，）oya．＿（LBAnior　1148）．
　これらの例からすると，caigo　oigoに関しては15世紀頃から【－g－］と発音された可能性が強い。
　又，これらのcaerとoirに関しては，ベルセオでは語源の一d・の有無によるdualismoがはっき
り認められるということをついでに記しておく。
　gaer（Loor．37），　cadr6（Milg．764），　cadria（SOr．121），　cadriamos（Loor．217），　cadriend◎（SMM．
　212），cadi6（SDmgo．677），　cadierenii（Milg．　389），cadi（M銭g．295），　cayeron（SDmgo．444），cai◎li
　（Milg．　309），：udi（＝oye，Due玉0209），　udieron（Milg．7），　odiestes（SDmg◎．479），　odi◎（SM凱280），
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　odieron（SM盗．323），しかしoy6（SDmgo．343），　oyeron（Sacrif　5　1），◎dir（SDmg◎・312），しかし◎k
　（SI）mgo．346）．
　9）　traigo（＜TRAHO）
　　t・・y・（Cid　82，　M・・t．53，　LBAm・r．588），　t・ay・（LBAm・r．・612），　t・・yg・（C・・b・　1◎6）・・t・aygan
　　（Crob．72）．
この動詞についても［－g弓は15世紀に入ってからの導入であると言える。
h）LBAmor（384）には，　tafierの接続法現在3人称単数にtanga　（mangaなどど脚韻をふんでい
る）という例がある。これは脚韻の為の一時的類推であろうが，当時は形態にまだ柔軟性があっ
たことを物語る好例である。
§10　起動稲の動詞
　一cerの語尾を有す動詞は本来は起動相を表すのであるが，現代語では　agradecer　coRocer
の如く必ずしも本来の意味を有しているとは限らない。ラテン語の起動稲の語羅は，C◎nOSC◎
（LBtmor　330），◎fresco（LBAmor　1636）の如く一scoであるが，　el　Cidでは主に一zcoとなって
現れる。ベルセオではそれらが混同されている。
　Rey，　d圭x◎el　monge，much◎te　lo　gradesco，1Que　me　das重an　grant◎nrra，玉a　que　yo　n◎me「ezco，
　Mas　por　Dioぎte　lo　pido，　a　quieA　yo◎bedezc◎，1Que　reg至bas　un　ruego　que　y◎ati　ofrezco。
　（SDmg◎．184）
　又，中世語ではgrado（Cid　1633，SMfii．　341，SDmgo．85，　Milg．264）の如く起動相語尾を有さな
い形があったt），gradesco（Cid　493）という形があったりして一定でない。次に同類の例を見よ
う。
　ado㎜ecer（現代語の形）adu㎜i6（Cid　406）
　　　　　　　　　　　　ado㎜iose（SDmgo．652）
　bastecer（現代語の形）　　bastidos（Cid　68）
　　　　　　　　　　　　bastir（Sacrif．71）
　contesca（Cid　3707）　　　　　cunti6（Cid　2852）
　escamege（Cid　3706）　　　　escarniremos（Cid「2551）
　　　　　　　　　　　　escarnir（SMill．202）
　fallegiere（Ci（i　258）　　　　　　falliessen（Cid　2984）
　£aHegi6（M盤g．630）
　gradecir（Cid　2856）　　　　　grad㎞os（Cid　2860）
　9uarecer（現代語の形）　　guarir（Cid　3681，SMill．324）
　offrecieron（Cid　338）　　　　ofrir（1）uelo　209）
　remanegi6（Cid　1414）　　　remanga（Cid　1807）
これらの一cerを有す形と有しない形が起動槽の意味に係1）なく用いられている場合が多い。ei　Cid
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にしろベルセコにしろ，韻文なので音節数が関係していることに疑いはない。更に，ベルセオと
いう1入の作者の書語に，nacerという動詞に関してdualismoがあるのは，　caer　oirの場合と洞
じである。
例：nasgi6（Duelo　61），　nasco（SMill．　360），　cf§11のj）
§11盧説法不定過宏形
　ラテン語の完了形はスペイン語では不定過虫になる。その結果，現在完了形はスペイン語では
haber＋過去分詞の迂言的形態を取る。　cf§16．
a）さて，第1活用弱変化一AVI＞－ai＞－eの変遷に関しては，規則的音韻変化以外に変った
事象は認められないが，2人称一単数では一ASTI＞－aste＞－este【cf　salveste（Cid　340）1の如く．e一
がel　Cidでは唯一の形態であり，13世紀を通じて支配的であった。そして14世紀に至っても依然
多く見受けられる。　cf．　mateste（LBAmor．1556），しかし，　mataste（LBAmor．1568）．これは，最
後尾の母音．1の影響で・A・が1段階狭った結果である。他の人称は，第2・第3・（第4）活用と
もに，娩則的音韻変化以外重要な結果を示さない。
b）大きな差異を見せるのは，強変化の方である。まずHABU璽について，現代語の形と異る活
用形を見てみよう。
　lhube　　of（Cid　3221），　off（Cid　3320），　ovi（SMill．104），　ove（LBAmor，97i）
　2．hubiste　oViste（C圭d　3324，　LBAmor．22），◎Visti（SMill．114）
　3hubo　　ovo（Cid　68，SMi1L　l4，　LBAmor．2，Corb．　44）
　4　hubimos　oViem◎s（Cid　2143，Duelo　45）
　5　hubisteis　Gvis重e（L◎or．214），　LBAm◎r．1568）
　6hubieron　oVieron（Cid　l　1，SMill．221，LBAm◎L　224）
　上の1人称単数ofはnuef　（＝　nueve）afi◎s（Cid　4◎），　nief　（・　nie　ve）（LBA雛or．671）をはじめとし
て，他の繍詞にも見られる現象である。HABUIの活用一般について言えることは，語根母音一A一
が語尾のwauによって1段階狭められて一〇一となっていることである。それが現代語では更に一u・
になっているが，これは今度は活用語毘y◎dの影響であるし，又POSUI＞puseに見られる
一 〇一〉－u・の～連の音韻変化の類推も否定できないと思う。
　HABUI＞＊　haubi＞（h）obe（＞hube）と同類の変化をした動詞を次に示そう。ラテン語は1人
称単数形を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　SAPUI　　sope（Cid　2202，　Corb．146），　sopo（Cid　295，　SOrta・56，　LBA瓢or・268，　CGrb・93），
　　　　　　sul）o（Corb．114），　sopieron（Cid　242，Milg・83）
　PLACUI　plogo（Cid　573，M韮g．463）
　LAC綴　　y◎g◎（Cid　573，M銭g．463），　i6go（SMM．　484）
c）　POSUIとPOTUIは語根に一〇一を有すが，この一〇一が中世語でもwauとyodの影響で・u一
となっている点は現代語と同じであり，上のHABUIの歴史的変化と同じ過程をたどっている。
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　POSUI　puso（SMill．277），pusieron（Cid　348，SMili．338）
　POTUI　podi（Milg，522），　pud（LBAmor．985），　pudo（Cid　233，　smill．349，　C◎rb．114），
　　　　　　pudiemos（Cid　1117）［N．B．　e－Cこ注意】，pudieron（Cid　l　l　51）
　ベルセオには，p◎di6（Duelo　7，M丑g．682）とv・う弱変化の形が多く見られる。
d）　TENUI（＞tuve），CREDUI（＞cref），　SEDUI　（＝　fui）の3動詞は特異な変化を示す。　TENUI
がなぜ現代語でtuveになるか。12世紀にはtove（Cid　3322）であるから一〇一〉・u一の音韻変化には
別段の問題はない。この場合，問題はラテン語から中世スペイン語への移行の過程にある。
M．Unamuno（195頁）によると，－u一のmetAtesisの後一euが一〇・に同化し，更に一n一が消失し，次
に母・音間の・u・が一v・になった結果toveという形態を得ると書う。つまり，
　TENUI＞ten（u）ui＞t◎uui＞＊tove
　　　　　　　　　　　　　　cf．　t◎vo（Cid　962　SDmgo．1◎2，　Corb．　78）
　　　　　　　　　　　　　　c£sotovo（LBdmor・1468）
　CREI）UI＞creu（d）ui＞crouui＞crove（Cid　357）
　　　　　　　　　　　　　　cf．　cr◎v◎（L◎or．119）
　SEDUI＞seu（d）ui＞souui＞＊sove
　　　　　　　　　　　　　　cf．　s◎visti（SMM．　l　l　5）
　　　　　　　　　　　　　　cf．　sovo（Cid　907　Sacrif．48）
　ベルセオにはcrey6（Loor　720）credieron（SM韮L　4◎9）の女U＜＜－e一の形態がある。　crey6は環代
語の形態と闘じである。ベルセオの場合，一般的に霧うと1・2世紀遅れた形態を示すのである
が，この場合は例外と署える。
　SEDUIは現代語ではfuiである。中世スペイン語ではsoveとfuiとは共存していた。更に環
代スペイン語ではfuiはserの不定過玄形であ1）同時にirの不定過去・形でもある。irの完了形IVI
（〉＊ii）という形態は活用語尾だけの役割しか果さないし又意味的にirとser（中世語では現代
語のestarの意味に使われる場合が多い。即ち“居る”）とは極めて意味的に緊密な関係がある為
に岡一の形態が使われているものと考えられる。FUIの中世語の形態を次に記そう。
FUI
FUSTI
FUIT
FUIMUS
FUISTIS
FUERUNT
釦（Cid　108），　fGe（Cid　1◎62），　fui（SM益1、19），負重i（Due至o．14）
fuste（Cid　3318，　SM遡．148，　LBAmoτ．157◎），　fほist（SDmgo．762），　fじ量s重e（Lo◎r．
12），fuisti（SDmgo．762）
負）（Cid　109，　SDmgo．59，SMi昼．16），　fue（Cid　1115，ff疑e（Cid　15◎6）
fuemos（LBA甲or　981）
fostes（C圭d　71，）fuestes（Sign．34・）
foro簸（Cid　523，S∋撮9◎．251），　furon（Sacrif，193）
e）　ラテン語にはDEDI（＞di）と同類の活用をするものとしてSTETI（＞estuve）と＊　ANI）ETI
（＞anduve）がある。　DEDI＞diの場合，規則的音韻変化の結果であるから問題はないが，
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STETIとANDETIの場合，現代語では語根母音が一e・でなく一u一であり，活幣語尾の子音が一t一
でなく一v・であるという風に2つの問題がある。ところが，中世語はラテン語と現代語との中間段
階を示している。
STETI
STETIT
ANDETI
ANDETISTI
ANDETIT
ANDETURUNT
estide（］LBd撫or．973），　es重◎vi（SOria　197）
es象ido　（C圭d　3629，　SM益L　64），　estov◎　（LBAmoL　1377），　es亀登do　（LBAm◎r．
1415，Corb．201）
andit（］LBA搬or．985），　andut（LBA撮or．1304）
andodisti（Corb．90），　a勲dudiste（C◎rb．90）
a無d童do（Cid　1726，　SMi疑．64），　anduvo（SDmgo．3∫ア）
andi（圭ier◎益（C圭d　434，　SMi級．141），　andovier◎n（Corb．264）
　上に述べた2つの問題は，形態論の分野では支配的要素である類推の結果であろう。HABUI＞
hube，　POTUI＞pudeに見る一u一の類推であり，・v一はHABUI＞ove（＞hube）の類推である。（－u，
＋については§18過去分詞の項参照）
f）　DIXI＞dixe＞dijeの如く完了語羅に一S互を有していたもので今日その面影のないものとし
て，例えば，requisiemos－　requerirnos，　coRquiso　一　conqUist6　などがあるが，これらは活用
としてはより簡単な弱変化への移行の例である。－Slの例を少し記してみよう。
　DIXIT　　　disso（SM搬，113），　dix◎（SM綴．135），（ben）diso（SMfti．191）
　DIXERUNT　dissieron（SMill．　230），be難dissolos（SMgl．　300）
　CINXIT　　　cinx◎（Cid　58）
　CI】NX王STIS　c血xiestes（Cid　41）
　しかし，ベルセオでは早くも現代語同様の弱形が見られる。例：ginn6se（SDmgo．661）
　EX　EOの不定詞はexiT（Cid　200，　SM趨．143）essir（SM置299）として現れる。
EXII
EXIISTI
EXIIT
EXIIMUS
EXIISTIS
EXIERUNT
exi（SDmg◎，670）
essis重e（Milg．189）
yxo（SDmgo．19）
yx三em◎s（C圭d　1268）
ysiestes（Duelo．127）
bder◎n（Cid　191，SDmgo．455），　yssieron（SM嚢L　291），　yxieron（SM搬．324）
　しかし同時に，yxi6（Cid　353）ixi6（SDmgo　104）exi6（SDmg◎304）exio（SM嚢L　281）iss圭6（SM鉦1・
lo6）issio（SM斑229）などの弱形がすでに現れている。
g）　MISI（＞mise）は現代語ではmetfの如く弱形であるが，12世紀でもmeti6（Cid　71i）14世
紀でもmeti6（LBA搬or　1460），15世紀でもmeti6（C◎rb．93）という弱形が普通であった。しかし
ベルセオではmiso（SM董L　460）promiso（SMill．460）の如き強形が現れ，古さを示している。と
は言え，meti6（SMili．14）とい弱§形も時々顔を現す。
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　refrの3人称単数不定過去形は現代語ではri6という弱形であるが，ベルセオでは・τiso（SM凱
222）という強形が保たれている。
h）　taderは現代語ではtafE6の如き弱形であるが，12世紀では（TETEGIT＞）tanx◎（C圭d　I　673）
であり，ベルセオではtans◎（SOria．　144）の如く弓蚕形である。
　faj　ar（割る）は現代語では弱形であるが，12世紀にはrax◎〈Cid　3655）＜RASITの如く強形
である。
i）　vlxl｛viksi】はもちろん現代語ではvivfと弱形であるがベルセオではvfsco（sDmg◎．80）の
如くmetぎtesisをともなって強形である。12世紀には接続法に同類の形態があるので，直説法不
定過去にもmetitesisをともなった形態があったことは容易に想像できる。例：visquier（o）（Cid
251），Visqui6redes（Cid　409）cf．　visquiesse（SM凱168）この形態はLBAm◎r以降私は発見できな
かった。
3）同じ類に属す動詞で頻度の高いのはNASCI＞nacfである。これは，ただし，元々－SK一で
ある為に1人称は弱変化に移行しやすかったはずである。しかし，1人称単数の例はe1　Cidには
ない。　MPida韮Cid（280頁）によると，3人称単数形は早くも12世紀にnasgio（Cid　2643）及び
nagi6（C圭d　294）という弱形と　nasco（Cid　202）という強形がほぼ同じ頻度で用いられていると
言う。13世紀のベルセオについて見ると，1人称単数強形nasq登i（Milg．753）という強形及びfui
nado（SM凱19）という受身形を見ることができるし，3人称単数強形fttisco（SMill．168）も弱形
nasgi6（Duelo　61）も上述（§10）の如く現れるしfue　nasgid◎（SMill．　4）という受身形を見るこ
とができる。尚，このfue　nasgid◎（LBAmor　687）は14駐紀では1人称単数形であった。［cf．（Corbacko
82）でもsemascid◎という表現がある。13人称単数弱形nasgi6は以来連続して驚いられている。
cf．　nasg量6（］LBim◎r　11），　nasci6（C◎rb．112）．
k）　huy6のラテン語の形態はFUGITであるが，12世紀では例えばfuxiste（Cid　3318），13世紀
では　fuxo（SDmgo．332）　fuss◎（SMill．121）fuxier◎n（SMill．　224），14世紀ではfuxo（LBAmor
1490）の如く強形が爾いられていたが，15世紀には釦y6（C◎rb．94）の如く，現代語同様弱形が
現れる。
1）　prendi6のラテン語形はPREHENI）ITである。12・13世紀にはmiso（Cid　28◎8，　SDmgo．44◎，
SMill．　36）pr圭sieroR（SM撮．128）の様に強形が普通であったが，ベルセオにはaprendi6（SOria．171）
という弱形も用いられている。
m）　traerのラテン語完了幹はTRAXIであるが，ベルセオでは1人称単数trasque（Milg．250）
3人称単数　trasco（M銭9．276）1人称複数trasquiem◎s（M鐘9．392）というmet2tesisをともなっ
た形で現れる。同時に現代語風のtraj◎（SMM．435）という強形もあるが，この場合はmetatesis
のない自然な音韻変化の結果である。
R）　escribi6のラテン語形はSCR迎SITで強形である。12世紀には　escr三bi6（C圭d　3732）という
弱形が早くも見られたが，ベルセオではesc即s◎（Mitg．　182）という強形である。（強変化の動詞は
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まだ多いが，全てを扱う紙幅はない。以上の例で直説法不定過去形の概念は得られると思う。）
§12　直説法未来形
　直説法未来形はラテン語では総合的であるが，スペイン語では不定詞にhaberの活用語尾を後
椅せしめて作る。形態上は総合的であるが，語源的には分析的である。ラテン語の総合的未来形
が保たれているのはserの直説法2人称単数eres（ただし，現在形として）だけである。・ところ
で，現代語と中世語とでは来来形の造り方に相当の差異がある。それらは次の2種類に分類でき
よう。
　a）met直tes圭sにより発音を楽にする方法［］内は現代語形。
tern6　　　　［＝tendr6］
ter雌　　【篇tendr潟
pom護　　　　【竃po益dr盛】
por簸6　　　　［躍pondr6肇
vem≦　　【＝vendra］
（Cid　45，　SDmgo．146，　LBAmor．　578）
（αd231，LBAmor．743
（SDmgo．722，Corb．84）
（LBAmor．578）
（C圭d532，　M圭1g．757，　LBAmor．　812）
　　pr。vernA卜脚vend罫司C・rb・115）
　　vem♂　　　［＝vendr6］　　（M嚢g．757，　LBAmor．　867）
b）同化により発音を楽にする方法。
porre
por溢S
terr盗
verr6
ve∬a
【＝po獄dr6璽
［篇P◎蕊dr益s］
［＝tendrき］
【鴫ve曲司
【壽ve益dr司
（M圭1g．658）
（S拠量豆1．87）
（SM慧1．117）
（S圭9獄．24）
（Milg．390）
　LBAmorではもはやporr6　terr6の例は見当らないし，　el　Cidにも見当らない。
c）現代語と岡じく，不定詞の語尾母音・e一を潮除する方法例えばsabremos（Cid　3144）や一d・を
挿入して発音を楽にする方法例えばsaldrem◎s（Cid　1026）も当然行われていたことを念の為に記
しておく。14世紀にはsalira（LBAmor　511）という形もあったが，もちろんsaldrA（LBA搬◎r　1332）
が普通の形であった。
d）　far6（Cid　108）という形態は，不定詞にfar（Sacrif．　39）という形があったことを想起せしめ
るし，fer6（Cid　l　958）も同然である。　cf・　fer（Sacrif・1）・しかし・dir6は・㏄一が脱落したのであ
って，dirという不定詞は存在しなかった。
e）次は多少統辞論とも関係するのであるが，dir6vos（Cid　3309）という形態とdezir　vos　he（Cid
1423）という2つの異る形態が用いられていたことは注目に価する。同類の例を少し挙げよう。
　verte　as（Ci（12410）dexar　las　ha（Ci（1117）
　vos　ayudar6m◎s（Cid　143）lazdrarlos　edes（Mart．86）
　comerlos　an（Sign。39）dezfrtelo　he（LBAmor　297）
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　darte　h6（LBAm◎r　1411）ac◎mpadarte　he（Corb．83）
f）　これもe）の場合と同様に統辞論に関係するのであるが，弱い代名詞にelipsisが起るのが中世
語の特徴である。
　dexaτme　mor圭r（Cid　1029）　querer　m’a（Cid　76）
　apartarm6（SDmg◎．100）　　veniごm’a（Milg．767）
　itm’6（LBAm◎r　l　702）
el　Corbachoにはこの現象は兇られない。それは繭の3作品のような韻文でなく散文であること
にも理由があろう。
§　　直説法不完了過玄形
a）　ラテン語では，第1活罵の活胴語尾は一EBA第2・第3活用の語尾は一ABA，第4活用の
場合は一JEBAであったが，俗ラテン語では早くも一IBAの活用語尾が見られる。だから，スペ
イン語の場合，第1活用に関しては大きな問題はない。ただ，活用語羅の子音が一b一でな〈　legava
（Cid　1222）の如く．v一と書かれるのが一般であったが一b一の例が1つあることを記しておきたい。
例：besaba（Cid　2935）これは破裂音を示すのではなく，書記の不注意からだと考えられる。
b）動調全般について，ラテン語の第2・第3活用は総合されてスペイン語の第2濤嗣になり，
ラテン語の第4活鳳まスペイン語では第3活薦になったということは周知の通りである。そして，
スペイン語の段階では，第2・第3活罵の不完了過宏の活用語尾は同一である。そして，現代語
の活用語尾の母音の特徴は亮（一）であるが，中世スペイン語では必ずしもそうではなかった。語
源的にはイa（一）が正しいが，イーが一ia（一）に影響を与えて一a（・）〉・e（一）になる例が多いのである。し
かし，el　Cidでもベルセオでも，1人称単数では一faは殆んどイeにならない。ここでも，やはり，
スペイン語・スペイン入の語源的意味でのエゴイズムが兇られる。他の人称では，更に進んで，
－e（一）の方が一1一よりも強い為に46（・）という形態を取る場合が多い。MPida玉Cid（273蚕〉によると，
13世紀のp◎emas　de　clerecfaでは，1人称単数の形態は一faが圧倒的に多く，短はわずか0．96％
だそうである。又反対に，それ以外の人称では一ie（一）が圧倒的で・fa（うはわずかL77％だと言う。
ところが，14世紀には再び・fa（一）が普通になり，それが現代語に受け継がれていると言う。しか
かし，私の調べではLBAm・・では一i（6）（一）は依然支配的である．1夢1：・nt・ndien（48）・abien（5◎）
teni6（63）avi6（113）fazi6（113）va玉i6（241）veni6（313）po賊ε（314）しかし，脚韻に関係なくcomfe
（202）tem’a（227）というfili］もある。
　15世紀に入っても堀1arfe麓（C◎rb．68）の様な例はある。岡じことは，　haberの不完了過厳形の
活用語尾を使う条件形についても言える。c£§14．
c）次の特徴は，3入称単数の活用語羅イeの・eが，イーが強い為に消失することがあるということ
である。例：sefse　santiguado（Cid　184◎）avini（SD搬go．85）mordi（SDmgo　337）teni（酸護g．265）．
いずれも，脚韻によって要求された形ではない。
d）現代語ではこの時嗣に3ヶの例外がある。即ち，ir　ser　verである。中世語では，　serに梱当
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する動詞としてSEDEREから派生した不定詞sederをも梱定しなければならないが　sederに関
しては，規則的で上の規則に合致する。kser　verの不完了過去形を見よう。
　ERAT＞era（Cid　39），　ERANT＞eran（Cid　171），　IBAT＞iva（Cid　400），IBANT＞ivan（Cid　415）
　VIDEBAS＞vidie（Cid　2245），　vidie（Cid　1096），　VIDEBAT＞vedia（SDmgo．216），　vidie（M丑g．
　418），
　VIDBBANT＞ve磁a簸（SDmg◎．169），　v圭dien（Mllg．195）．
　これらの例で判る通り，serとirに関しては別に問題はない。しいて雷えば，　irの場合一B一が保
たれている故に不規則だと言われている。
verの場合，・id一又はed・，特に一d・が保たれている点が現代語と異るが，この動詞に関しては一d一
は不定過去形vido（LBAmor　243，Corb．77）又現在形ved琶s［＝　v6is（Corb．　i　54）1においても，15
世紀までは保たれていたという意昧においては決して不規則動詞ではないと琶える。しかし，他
の場合よりも長く一d一が保たれていたことは否定できない。
§14　動詞条件形
　条件形の造り方は，直説法未来形の造り方と似ている。原則として，不定形にhabiaの活用語尾
を後僑する。もちろん，ラテン語には無い形である。この形態に関する中世語の特徴は次の7項
目に分類できよう。
a）　直説法未来形と同じく，metAtesisによって発音を楽にする方法。
　vemi6（Cid　1944），　vemfa（Loor．　34，　LBAmor．593），　terniA（LBAmor　110），　temiざ（LBAmor　760），
　temfan（Corb．99）
b）同化によって発音を楽にする方法。
verria（Loor．14），　verr圭e（SM盤L　295），　tenrrie（Mart．105）LHAInorとel　Corbach◎ではこの間化現象
は発見できない。
c）　－e一を剛除する方法。
　av盛ε（Cid　84，　Mart，105），　avrfa（Cid　1939，　SM韮L　197，　LBAm◎r．　117），（luerrfa（Cid　3433，Corb．
　112），podria（SDmg◎127），　m◎rrfa（LBAm◎r．　593）
d）　・d・を挿入して発音を楽にする方法。
　saldrfen（Cid　l　353），　valdrfa（］LBArnor　1015，Corb．113）
e）活用語尾については，直説法不完了過宏の場合と同じことが言えるので，その項を見られた
い。ここでは，amansarfes（Corb．156），　P◎drfes（Corb．156）の2例を挙げるにとどめておく。
f）　farfa（Cid　2678）については，不定詞far（Sacrif．　39）から，ferfa（Cid　1080）も不定詞fもr（Sa－
　crif．1）から造られていることは，直説法未来形の場合と同じである。念の為に記すと，不定詞の
　fazer（Cid　252）という形は，中世を通じて使われていた。
g）不定詞とhabiaの活用語尾の問に弱い代名詞を挿入するのは極く普通のことであった。
　acordar　vos　yedes（Cid　1946），　querer　v◎s　ye（Cid　1945）c◎nbiden〔le　ieR（Cid　21），　d◎blarles　ye
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　（SM搬．192）poδeτte　i壱（LBAmor．　559），乙amar豆o夕ades？（Cofb．122）damarl◎夕edes？（Corb．122）
§15　能動態完了時鰯
　拙論の興味は，現代語と中世語との差異を考察することに主眼があるのであるが，この項目で
は特に，現代語で普通に使われている時剃でラテン語にはなかった，少くとも迂言的でなかった
時剃を，すでに中世語から現れているということを示す為に，概略的ではあるが，扱いたい。だ
から，全ての人称の形態を挙げるわけにはいかないし，又その必要もなかろう。
a）　飽説法現在完了形（he　amad◎）
XII
XIH
XIV
XV
E蔓rey　lo　ha　veda（圭o（C圭d　42）
as　lo　ob至idado（Duelo　82）【N．B．◎1vides（LBA搬or．472），　me緻esis】
si　alg◎he　pr三so（LB．Amor．173）
para　alg鷲nos　que盤o薮ha簸£罎ado　el　munδo（Corb，41）
b）　接続法現在完了形（aya　a搬ado）
XII
XIII
XIV
XV
las　feridas　pr㎞eras　que　las　aya　yo　otorgadas（Cid　1709）
Qua薮do　ayas　e重vas◎，　que　te．daran　beb韮do（Mar重．73）
des（lue　ayas　bev至do（LBA搬◎ご．536）
Ef哀r匪q登e無◎n　te　c◎n◎sce　n血jarntis　te　aya　visto（Corb．84）
c）　直説法過去完了（hab　fa　amad◎）
X嚢
XIII
X夏V
XV
de茎o　que　avien　ga簸ados（Cid董01）
av三e難asmado（SI）mgo．631）
avfa　usado（LBAmor．195）
乙　。＿por（lua！1to　e重fijo　o　fija　ie　avfa　e1亡a歪pecado　sentid◎ovist◎？（Co罫b．93）
d）　複合条件形（habria　amado）
XII
XIII
XIV
XV
non　i　avrie　rnorada（Cid　525）
avrien　la　mar　passada（Milg．583）
LBAmor．では発見できない。
Corb．では発見できない。
e）直説法直前過去（Hube　amad。）
XII
XIII
X！V
XV
Qu｛mdo　es重◎◎vo　fech◎（Cid　188）
◎vo　dicho（SD斑go．567）
畦ue　l’◎ve　yo　mostrado（LBi搬or．429）
que　ovo　algund重a簸to　esc盛pto　del　amor（Corb。42）
0接続法過玄完了伽b圭era　o　hubiese蹴ad◎）
　XII　C圭dでは発見できない。
　X斑　　◎viesedes　dada（Sign．34）
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　XIV　　n◎n　se　omne　nin　duefia　que　ta1　ovi6s　perdida（LBA鵬or．1574）
　XV　　C◎rb．では発見できない。
9）接続法来来完了（hubiere　amado）
XII
XIII
XIV
XV
Cidでは発晃できない。
oviere（圭es　com圭d◎（SDmgo．459）
LBAmor．では発見できない。
Corb．では発兇できない。
h）不定法（haber　amado）
　XH
　XIII
　XW
　XV
§i6
N◎玉o（luerrien　aver　fech◎（C圭d　3570）
aver　acome重id◎（SMi翌．270）
LBAmor．では発見できない。
ave童ermd◎emal　dich◎，　mai　escripto，o　ma蓋　fablado（C◎rb．178）
　　　受動態の諸時制
　この項霞も能動態完了晴欄の場合と同様に，現代語にも中世語にも現れる形態を敢えて取り扱
ったが，全ての人称の形態を列記する必要はない。ラテン語との大きな差異を記憶にとどめてお
きたい。
a）　直説法現在形（soy　amado）
XII
XIII
XIV
XV
ca　echamos　s◎mos　de　tierra（Cid　14）
so　de　ti　maitrech◎（SI）瓢go．145）
del　j鷲セio　so簸pagad◎s（LBAmor．367）
P賢es　p◎r　E1　nos　es搬a難dado（Corb．42）
b）命令形（S6・amado）
XII
X至H
XIV
XV
Cidにはこの形態は発児できない。
Tu　sey　apercibid◎（SDmgo．723）
e鍛esta　sa蛾a　fiesta　sey　de　m｛ospedado（LBA搬or．1261）
Corbachoにはこの形態は発見できない。
C）接続法現在形（sea　amad◎）
XI夏
XIII
XIV
XV
e簸韮ogar玉as　meta撮os（lue　n◎n　sea　ve鍛tad◎（Cid圭28）
Tu　seas　bien　laudada（D賢e1◎207）
sean士e無idos（LBA飢or．339）
ante・sea・nOA・c◎無osc圭da（CGrb．54）
d）藏説法不完了過宏形（era　amade）
　XII　　ca　mientfa（1鵬visquiessen　refechos　erari　a搬os（Cid　l　73）
　XIII　era　ante　p◎r　precios◎contado（SDmgo．671）
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　XrV　Yo　dez盤簸on　sabfa　qB｛墾es　e∫a籍重en圭dos（LBAmor．1563）
　XV　　los　qua茎es　eran　preservados　de　mortal　pecado（Corb．47）
e）直説法未来形（ser6・amad・）
　XH
　XHI
　XIV
　XV
f
）
　XII
　X田
　X歪V
　XV
9）
　XH
　X頂
　X茎V
　XV
h
）
　X至I
　X頂
　XIV
　XV
i
）
　XH
　XI至I
　XIV
　XV
ca　ac疑sado　ser6　de　lo　q鷲e　vos鼓e　servido（Cid　73）
ser盛s　vel遍ado（Mart．39）
verEs　que　m圭c◎nsej◎te　seご6　b繍avido（LBA斑or，536）
sy重al　c◎sa　ser直dicha　buena（C◎rb．47）
条件形（serfa　amado）
si　lon，　seri6　ventad◎（C圭d　116）
serie　contada（SDmgo．687）
que歪’seri6　mandado（LBAmor．1429）
Corbachoには発見できない。
直説法不定過虫形
ya　Ca取peador，　e烈bue難ora　fc）stes　nagido（C圭d　71）
F慧eron　de　tales　o組職es　muchas　c餓as　escri重as（SDmg◎．63）
fue　perd圭do　e1τ韮co（LBimor．247）
10s　t組es　vici◎s　e撚隻es蝕eron躍ados（C◎rb．45）
接続法過去形（fuera　o　fuese　amado）
siρu（圭圭essen　prender◎fosse　alca難gado（C量d　1253）
Com◎si魚ese　c1｛Sr圭go　de組issa◎rdenado（SDI！｝9◎．654）
pidi6　al　rey　su　padre　que韮’fuese　otorgad◎（LBAmor．133）
sy　e1　mal　non　fuese　sentyd◎，　el　b圭en論o簸serfa　co豊osc圭d◎（℃◎rb．45）
接続法未来形（fuere　amado）
la　ventura魚e　fore　complida（Cid　223）
Q“ando蝕ere韮efdo　el　dictado（SM斑．2）
Si　a至go　p◎r　ventura　de　mi　t’角ere　ma∬dado（LBd搬or．609）
s圭algQ　fuere　bie貧dicho　e盆este　conpend圭o（Corb．44）
∫）不定形（ser　amado）
　XII
　X姐
　XIV
　XV
§17
BI　C茎d　que　nos　curiaua　de　ass圭ser　afo難ねdo（Cid　2569）
Debedes　seer　echad◎s　dest圭玉ugar（Mi19．57◎）
non　deve　ser　d’6玉烈hlgu鍛◎acusad◎（LBA斑or。336）
sy簸el　qua圭cGsa！lin　puede　ser　bien　fecha（C◎rb。41）
　　　過宏分詞
過宏分詞の形態も弱形と強形を区別しなければならない。
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a）中世語では語尾に4do・udoという両形を有す弱形の動詞がある。例：
　metido（Cid　74，　M銀g．875），　metud◎（Cid　844，　SMM．432）vengido（Cid　3484，　SMM．111，
　LBimor．240），vengudo（Cid　3644，　Due茎◎94，　SM懲．119）
これら一ud◎の形は脚韻の関係で無理に・i・〉－u・になっているのではない。12世紀には比較的少い
にしても，13世紀にはフランス語やカタラン語の影響で・ud◎は多くなる。その上，形容詞に一udo
の形態があったことも少なからず影響を与えている。それらの形容詞の形を少しひろってみよう。
　forgudo（Cid　3674），　agmd◎（LBAm◎r．1276），　andudo（LBAmor．1187），　estudo（LBAmor．1189，
　C◎rb．77），　atrevudo（LBAmoτ．990），　estornudo（LBAm◎r．768），　apergebudo（LBAmor．922），
　sa負udo（LBAmor．902），　safiuda（LBAra◎r．633），　orejudo（LBAmor．1485），　pescogudo（LBAmor．
　1485），重refudo（］LBAm◎r．1488），　ce姦udos（Corb．183），　crudo（Corb．134），　den重udos（Corb．185）
次に少し・ud◎の・過玄分詞をひろってみよう。
　perdudo　（M翌g．772，　LBAmor．1310），　pendud◎（Milg．906），　sabudo（SDmg◎．628），　tenudo
　（SDmgo．758，Corb．90）
又ベルセオにはse（de）rの過去分詞として，　sedid◎，　seid◎という形がある。
　nacerの過去分詞はnagido（Cid　71）とnado（Cid　151，Mi重9．633）の両形があり，後者は更に名
詞に進展する。
b）次に強変化の例を兇てみよう。
　eSCfibirの過玄分詞は現代語ではescritoである。しかし，
　escripto（Cid　527，　SDmgo．336，　LBAmor．147，　C◎rb．44），　escribida（SMill．　i　37），　cf．　escrito
　（Corb．45），　escritas（LBAlnor．17i）
　FACTU＞fecho（Cid　188）＞hech◎は規則的音韻変化以外の何物でもないが，ベルセオには餓o
（Sacrif．　291），餓◎s（SMgl．　187）というテf多が見られる。これは，不定詞fer（Mllg・　545）の過玄分
詞としての意識が強かった為である。
　現代語のbendito　malditoはsemicultismoであるが，中世語では多種の形が見られる。
　benedicto（Sacrif．29i）　　　　　　　　maledicta（SMi1L　112）
　beneita（Milg．536）　　　　　　　　　　　maleyta（SI）mgo．4◎0）
　biendich◎（Sacrif．　54）
　bend圭cto（Sacrif．179）　　　　　　　　　maldicto（Sign．31）
　benit◎（SDmgo・223）　　　　　　　　　　　　　　　maldit◎（Corb．58）
　bendicho（LBA鵬or．1149，Corb．187）　maldicha（LBAm◎r．215）
　beneditos（LBAmor．1237）
　14一世糸己からは現代言召と問じ形力ご見られる。
例：　bendit◎（LBi鶏or　300）　maldito（L3A；nor　300）
　尚e韮Cidにはbendich◎maldichoの例は現れない。
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quendoの意昧で　quisto（LBAm◎r　282，　Corb・53）　という形も使われていた。しかし，
querido（Corb。141）という形も16世紀には認められる。（’78．6．13）
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